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【手続補正書】
【提出日】令和3年8月25日(2021.8.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水とターポリマーを備える水性ターポリマー組成物であって、前記ターポリマーは、２
－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸（ＡＭＰＳ）、アクリルアミド、及び
アクリル酸モノマー単位、又はその塩を備え、前記ターポリマーは、１ｍｏｌ％から１５
ｍｏｌ％のＡＭＰＳを備え、破砕流体が、前記破砕流体１０００ガロン当たり２０から５
０ポンドの前記ターポリマーを備える、前記水性ターポリマー組成物の混合物を備える破
砕流体であって：
　前記破砕流体は：
　金属を備える架橋剤と；
　粘土安定剤と；
　糖アルコール又は糖アルコール誘導体を備える添加剤と；を備え、
　前記ターポリマーに対する前記金属の重量比の範囲は、０．０１から０．１６であり、
　前記添加剤の濃度の範囲は、前記破砕流体の０．００１ｗｔ．％から１０ｗｔ．％であ
り、
　前記破砕流体は、架橋後、ゲルが３００°Ｆ（１４９℃）から４００°Ｆ（２０４℃）
の範囲の温度で４０／秒のせん断速度に曝されると、少なくとも７０分間少なくとも５０
０ｃＰの粘度を有する、
　破砕流体。
【請求項２】
　前記添加剤は、糖アルコールを備える、
　請求項１に記載の破砕流体。
【請求項３】
　前記糖アルコールは、ソルビトール、エリトリトール、マンニトール、ラクチトール、
キシリトール、及びマルチトールのうちの少なくとも１種を備える、
　請求項２に記載の破砕流体。
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【請求項４】
　前記糖アルコールの濃度の範囲は、前記破砕流体の０．００５ｗｔ．％から１０ｗｔ．
％である、
　請求項２に記載の破砕流体。
【請求項５】
　前記添加剤は、糖アルコール誘導体を備える、
　請求項１に記載の破砕流体。
【請求項６】
　前記糖アルコール誘導体は、ソルビトール、エリトリトール、マンニトール、ラクチト
ール、キシリトール、及びマルチトールの誘導体のうちの少なくとも１種を備える、
　請求項５に記載の破砕流体。
【請求項７】
　前記糖アルコール誘導体の濃度の範囲は、前記破砕流体の０．０５ｗｔ．％から２ｗｔ
．％である、
　請求項５に記載の破砕流体。
【請求項８】
　前記糖アルコール誘導体は、アルキル化糖アルコールを備える、
　請求項５に記載の破砕流体。
【請求項９】
　前記ターポリマーに対する前記金属の重量比の範囲は、０．０２から０．１６である、
　請求項１に記載の破砕流体。
【請求項１０】
　ゲル安定剤と、粘度破壊剤と、プロパントと、ｐＨ調節剤とのうちの少なくとも１種を
備える、
　請求項１に記載の破砕流体。
【請求項１１】
　前記ｐＨ調節剤を備え、
　前記破砕流体のｐＨの範囲は、３から６．５である、
　請求項１０に記載の破砕流体。
【請求項１２】
　５０ｍｇ／Ｌと５０，０００ｍｇ／Ｌの間の総溶解固形分を備える、
　請求項１に記載の破砕流体。
【請求項１３】
　前記破砕流体中の前記金属の濃度の範囲は、０．００１ｗｔ．％から０．０４８ｗｔ．
％である、
　請求項１に記載の破砕流体。
【請求項１４】
　地下層を処理する方法であって：
　破砕流体を地下層へ導入するステップであって、
　　前記破砕流体は：
　　水とターポリマーを備える水性ターポリマー組成物であって、前記ターポリマーは、
２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸（ＡＭＰＳ）、アクリルアミド、及
びアクリル酸モノマー単位、又はその塩を備え、前記ターポリマーは、１ｍｏｌ％から１
５ｍｏｌ％のＡＭＰＳを備え、前記破砕流体が、前記破砕流体１０００ガロン当たり２０
から５０ポンドの前記ターポリマーを備える、前記水性ターポリマー組成物を備え：
　　前記破砕流体は：
　　金属を備える架橋剤と；
　　粘土安定剤と；
　　糖アルコール又は糖アルコール誘導体を備える添加剤と；を備え、
　　前記ターポリマーに対する前記金属の重量比の範囲は、０．０１から０．１６であり
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、
　　前記添加剤の濃度の範囲は、前記破砕流体の０．００１ｗｔ．％から１０ｗｔ．％で
あり、
　　前記破砕流体は、架橋後、ゲルが３００°Ｆ（１４９℃）から４００°Ｆ（２０４℃
）の範囲の温度で４０／秒のせん断速度に曝されると、少なくとも７０分間少なくとも５
００ｃＰの粘度を有する、前記導入するステップと；
　架橋された破砕流体を生成するために、前記地下層において前記破砕流体を架橋させる
ステップと；を備える、
　地下層を処理する方法。
【請求項１５】
　前記添加剤は、糖アルコールを備える、
　請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記糖アルコールは、ソルビトール、エリトリトール、マンニトール、ラクチトール、
キシリトール、及びマルチトールのうちの少なくとも１種を備える、
　請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記糖アルコールの濃度の範囲は、前記破砕流体の０．００５ｗｔ．％から１０ｗｔ．
％である、
　請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記添加剤は、糖アルコール誘導体を備える、
　請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　前記糖アルコール誘導体は、ソルビトール、エリトリトール、マンニトール、ラクチト
ール、キシリトール、及びマルチトールの誘導体のうちの少なくとも１種を備える、
　請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記糖アルコール誘導体の濃度の範囲は、前記破砕流体の０．０５ｗｔ．％から２ｗｔ
．％である、
　請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記糖アルコール誘導体は、アルキル化糖アルコールを備える、
　請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　前記破砕流体中の前記金属の濃度の範囲は、０．００１ｗｔ．％から０．０４８ｗｔ．
％である、
　請求項１４に記載の方法。
【請求項２３】
　前記破砕流体は、前記破砕流体１，０００ガロン当たり２０から５０ポンドの前記ター
ポリマーを備える、
　請求項１４に記載の方法。
【請求項２４】
　前記架橋剤は、ジルコニウムを備え、
　前記破砕流体は、前記破砕流体１，０００ガロン当たり２５ポンドの前記ターポリマー
を備え、
　前記ターポリマーに対する前記ジルコニウムの重量比の範囲は、０．０２から０．４で
あり、
　前記ターポリマーは、１５ｗｔ．％の前記２－アクリルアミド－２－メチルプロパン－
スルホン酸モノマー単位を備え、
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　架橋された破砕流体が３００°Ｆの温度で４０／秒のせん断速度に曝されたとき、前記
架橋された破砕流体は、少なくとも５００ｃＰの粘度を最大１８０分間維持する、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記架橋された破砕流体は、粘度破壊剤を備え、
　前記架橋された破砕流体が３００°Ｆの温度で４０／秒のせん断速度に曝されたとき、
前記架橋された破砕流体は、少なくとも５００ｃＰの粘度を最大１６０分間維持し、３６
０分後に１０ｃＰ未満の粘度を有する、
　請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記架橋剤は、ジルコニウムを備え、
　前記破砕流体は、前記破砕流体１，０００ガロン当たり２０ポンドの前記ターポリマー
を備え、
　前記ターポリマーに対する前記ジルコニウムの重量比の範囲は、０．０２から０．４で
あり、
　前記架橋された破砕流体が３００°Ｆの温度で４０／秒のせん断速度に曝されたとき、
前記架橋された破砕流体は、少なくとも５００ｃＰの粘度を最大１８０分間維持する、
　請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　前記架橋剤は、ジルコニウムを備え、
　前記破砕流体は、前記破砕流体１，０００ガロン当たり３０ポンドの前記ターポリマー
を備え、
　前記ターポリマーに対する前記ジルコニウムの重量比の範囲は、０．０２から０．０４
であり、
　前記架橋された破砕流体が４００°Ｆの温度で４０／秒のせん断速度に曝されたとき、
前記架橋された破砕流体は、少なくとも５００ｃＰの粘度を最大８０分間維持する、
　請求項２４に記載の方法。
【請求項２８】
　破砕流体であって：
　水を備えるベース流体と；
　ターポリマーを備える水性ターポリマー組成物であって、
　前記ターポリマーは、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、アクリル
アミド、及びアクリル酸モノマー単位、又はその塩を備え、
　前記ターポリマーは、１ｍｏｌ％から１５ｍｏｌ％の前記２－アクリルアミド－２－メ
チルプロパンスルホン酸モノマー単位を備え、
　前記破砕流体が、前記破砕流体１０００ガロン当たり２０から５０ポンドの前記ターポ
リマーを備える、前記水性ターポリマー組成物と；
　金属を備える架橋剤と；
　粘土安定剤と；
　糖アルコール又は糖アルコール誘導体を備える添加剤と；の混合物を備え、
　前記ターポリマーに対する前記金属の重量比の範囲は、０．０１から０．１６であり、
　前記添加剤の濃度の範囲は、前記破砕流体の０．００１ｗｔ．％から１０ｗｔ．％であ
り、
　前記破砕流体は、架橋後、ゲルが３００°Ｆ（１４９℃）から４００°Ｆ（２０４℃）
の範囲の温度で４０／秒のせん断速度に曝されると、少なくとも７０分間少なくとも５０
０ｃＰの粘度を有する、
　破砕流体。
【請求項２９】
　前記添加剤は、糖アルコールを備える、
　請求項２８に記載の破砕流体。
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【請求項３０】
　前記糖アルコールは、ソルビトール、エリトリトール、マンニトール、ラクチトール、
キシリトール、及びマルチトールのうちの少なくとも１種を備える、
　請求項２９に記載の破砕流体。
【請求項３１】
　前記糖アルコールの濃度の範囲は、前記破砕流体の０．００５ｗｔ．％から１０ｗｔ．
％である、
　請求項２９に記載の破砕流体。
【請求項３２】
　前記添加剤は、糖アルコール誘導体を備える、
　請求項２９に記載の破砕流体。
【請求項３３】
　前記糖アルコール誘導体は、ソルビトール、エリトリトール、マンニトール、ラクチト
ール、キシリトール、及びマルチトールの誘導体のうちの少なくとも１種を備える、
　請求項３２に記載の破砕流体。
【請求項３４】
　前記糖アルコール誘導体の濃度の範囲は、前記破砕流体の０．０５ｗｔ．％から２ｗｔ
．％である、
　請求項３２に記載の破砕流体。
【請求項３５】
　前記糖アルコール誘導体は、アルキル化糖アルコールを備える、
　請求項３２に記載の破砕流体。
【請求項３６】
　前記架橋剤は、水混和性非水性流体を備える、
　請求項２８に記載の破砕流体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
他の実施の形態
　実施の形態をその詳細な説明と共に述べたが、それらの説明は、付帯する特許請求の範
囲によって定義される本願の範囲を例示するに過ぎず、限定するものではないことを理解
されたい。他の態様、利点、及び改変は、提示の特許請求の範囲に含まれる。
［第１の局面］
　破砕流体であって：
　ターポリマーを備える水性ターポリマー組成物であって、前記ターポリマーは、２－ア
クリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、アクリルアミド、及びアクリル酸モノマ
ー単位、又はその塩を備える、前記水性ターポリマー組成物と；
　金属を備える架橋剤と；
　糖アルコール又は糖アルコール誘導体を備える添加剤と；の混合物を備え、
　前記ターポリマーに対する前記金属の重量比の範囲は、０．０１から０．１６であり、
　前記添加剤の濃度の範囲は、前記破砕流体の０．００１ｗｔ．％から１０ｗｔ．％であ
る、
　破砕流体。
［第２の局面］
　前記添加剤は、糖アルコールを備える、
　第１の局面に記載の破砕流体。
［第３の局面］



(6) JP 2020-532627 A5 2021.10.7

　前記糖アルコールは、ソルビトール、エリトリトール、マンニトール、ラクチトール、
キシリトール、及びマルチトールのうちの少なくとも１種を備える、
　第２の局面に記載の破砕流体。
［第４の局面］
　前記糖アルコールの濃度の範囲は、前記破砕流体の０．００５ｗｔ．％から１０ｗｔ．
％である、
　第２の局面に記載の破砕流体。
［第５の局面］
　前記添加剤は、糖アルコール誘導体を備える、
　第１の局面に記載の破砕流体。
［第６の局面］
　前記糖アルコール誘導体は、ソルビトール、エリトリトール、マンニトール、ラクチト
ール、キシリトール、及びマルチトールの誘導体のうちの少なくとも１種を備える、
　第５の局面に記載の破砕流体。
［第７の局面］
　前記糖アルコール誘導体の濃度の範囲は、前記破砕流体の０．０１ｗｔ．％から１０ｗ
ｔ．％、０．０５ｗｔ．％から５ｗｔ．％、又は、０．０５ｗｔ．％から２ｗｔ．％であ
る、
　第５の局面に記載の破砕流体。
［第８の局面］
　前記糖アルコール誘導体は、アルキル化糖アルコールを備える、
　第５の局面に記載の破砕流体。
［第９の局面］
　前記ターポリマーに対する前記金属の重量比の範囲は、０．０２から０．１６である、
　第１の局面に記載の破砕流体。
［第１０の局面］
　前記ターポリマーは、１ｍｏｌ％から５５ｍｏｌ％の前記２－アクリルアミド－２－メ
チルプロパンスルホン酸モノマー単位を備える、
　第１の局面に記載の破砕流体。
［第１１の局面］
　前記ターポリマーは、１ｍｏｌ％から４０ｍｏｌ％の前記２－アクリルアミド－２－メ
チルプロパンスルホン酸モノマー単位を備える、
　第１０の局面に記載の破砕流体。
［第１２の局面］
　前記ターポリマーは、１ｍｏｌ％から２５ｍｏｌ％の前記２－アクリルアミド－２－メ
チルプロパンスルホン酸モノマー単位を備える、
　第１１の局面に記載の破砕流体。
［第１３の局面］
　ゲル安定剤と、粘土安定剤と、粘度破壊剤と、プロパントと、ｐＨ調節剤とのうちの少
なくとも１種を備える、
　第１の局面に記載の破砕流体。
［第１４の局面］
　前記ｐＨ調節剤を備え、
　前記破砕流体のｐＨの範囲は、２から７又は３から６．５である、
　第１３の局面に記載の破砕流体。
［第１５の局面］
　５０ｍｇ／Ｌと５０，０００ｍｇ／Ｌの間の総溶解固形分を備える、
　第１の局面に記載の破砕流体。
［第１６の局面］
　前記破砕流体中の前記金属の濃度の範囲は、０．００１ｗｔ．％から０．０４８ｗｔ．
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％である、
　第１の局面に記載の破砕流体。
［第１７の局面］
　前記破砕流体は、前記破砕流体１，０００ガロン当たり２０ポンドから５０ポンドの前
記ターポリマーを備える、
　第１の局面に記載の破砕流体。
［第１８の局面］
　架橋後、ゲルが、３００°Ｆ（１４９℃）から４００°Ｆ（２０４℃）の範囲の温度で
４０／秒のせん断速度に曝されたとき、前記破砕流体は、少なくとも５００ｃＰの粘度を
少なくとも８０分間有する、
　第１の局面に記載の破砕流体。
［第１９の局面］
　地下層を処理する方法であって：
　破砕流体を地下層へ導入するステップであって、
　　前記破砕流体は：
　　ターポリマーを備える水性ターポリマー組成物であって、前記ターポリマーは、２－
アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、アクリルアミド、及びアクリル酸モノ
マー単位、又はその塩を備える、前記水性ターポリマー組成物と；
　　金属を備える架橋剤と；
　　糖アルコール又は糖アルコール誘導体を備える添加剤と；を備え、
　　前記ターポリマーに対する前記金属の重量比の範囲は、０．０１から０．１６であり
、
　　前記添加剤の濃度の範囲は、前記破砕流体の０．００１ｗｔ．％から１０ｗｔ．％で
ある、前記導入するステップと；
　架橋された破砕流体を生成するために、前記地下層において前記破砕流体を架橋させる
ステップと；を備える、
　地下層を処理する方法。
［第２０の局面］
　前記添加剤は、糖アルコールを備える、
　第１９の局面に記載の方法。
［第２１の局面］
　前記糖アルコールは、ソルビトール、エリトリトール、マンニトール、ラクチトール、
キシリトール、及びマルチトールのうちの少なくとも１種を備える、
　第２０の局面に記載の方法。
［第２２の局面］
　前記糖アルコールの濃度の範囲は、前記破砕流体の０．００５ｗｔ．％から１０ｗｔ．
％である、
　第２０の局面に記載の方法。
［第２３の局面］
　前記添加剤は、糖アルコール誘導体を備える、
　第１９の局面に記載の方法。
［第２４の局面］
　前記糖アルコール誘導体は、ソルビトール、エリトリトール、マンニトール、ラクチト
ール、キシリトール、及びマルチトールの誘導体のうちの少なくとも１種を備える、
　第２３の局面に記載の方法。
［第２５の局面］
　前記糖アルコール誘導体の濃度の範囲は、前記破砕流体の０．０１ｗｔ．％から１０ｗ
ｔ．％、０．０５ｗｔ．％から５ｗｔ．％、又は、０．０５ｗｔ．％から２ｗｔ．％の範
囲である、
　第２３の局面に記載の方法。
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［第２６の局面］
　前記糖アルコール誘導体は、アルキル化糖アルコールを備える、
　第２３の局面に記載の方法。
［第２７の局面］
　前記破砕流体中の前記金属の濃度の範囲は、０．００１ｗｔ．％から０．０４８ｗｔ．
％である、
　第１９の局面に記載の方法。
［第２８の局面］
　前記破砕流体は、前記破砕流体１，０００ガロン当たり２０から５０ポンドの前記ター
ポリマーを備える、
　第１９の局面に記載の方法。
［第２９の局面］
　前記架橋剤は、ジルコニウムを備え、
　前記破砕流体は、前記破砕流体１，０００ガロン当たり２５ポンドの前記ターポリマー
を備え、
　前記ターポリマーに対する前記ジルコニウムの重量比の範囲は、約０．０２から約０．
４であり、
　前記ターポリマーは、１５ｗｔ．％の前記２－アクリルアミド－２－メチルプロパン－
スルホン酸モノマー単位を備え、
　架橋された破砕流体が３００°Ｆの温度で４０／秒のせん断速度に曝されたとき、前記
架橋された破砕流体は、少なくとも５００ｃＰの粘度を最大１８０分間維持する、
　第２８の局面に記載の方法。
［第３０の局面］
　前記架橋された破砕流体は、粘度破壊剤を備え、
　前記架橋された破砕流体が３００°Ｆの温度で４０／秒のせん断速度に曝されたとき、
前記架橋された破砕流体は、少なくとも５００ｃＰの粘度を最大１６０分間維持し、３６
０分後に１０ｃＰ未満の粘度を有する、
　第２９の局面に記載の方法。
［第３１の局面］
　前記架橋剤は、ジルコニウムを備え、
　前記破砕流体は、前記破砕流体１，０００ガロン当たり２０ポンドの前記ターポリマー
を備え、
　前記ターポリマーに対する前記ジルコニウムの重量比の範囲は、約０．０２から約０．
４であり、
　前記架橋された破砕流体が３００°Ｆの温度で４０／秒のせん断速度に曝されたとき、
前記架橋された破砕流体は、少なくとも５００ｃＰの粘度を最大１８０分間維持する、
　第２９の局面に記載の方法。
［第３２の局面］
　前記架橋剤は、ジルコニウムを備え、
　前記破砕流体は、前記破砕流体１，０００ガロン当たり３０ポンドの前記ターポリマー
を備え、
　前記ターポリマーに対する前記ジルコニウムの重量比の範囲は、約０．０２から約０．
０４であり、
　前記架橋された破砕流体が４００°Ｆの温度で４０／秒のせん断速度に曝されたとき、
前記架橋された破砕流体は、少なくとも５００ｃＰの粘度を最大８０分間維持する、
　第２９の局面に記載の方法。
［第３３の局面］
　破砕流体であって：
　ターポリマーを備える水性ターポリマー組成物であって、
　前記ターポリマーは、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、アクリル
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アミド、及びアクリル酸モノマー単位、又はその塩を備え、
　前記ターポリマーは、１ｍｏｌ％から５５ｍｏｌ％の前記２－アクリルアミド－２－メ
チルプロパンスルホン酸モノマー単位を備える、前記水性ターポリマー組成物と；
　金属を備える架橋剤と；
　糖アルコール又は糖アルコール誘導体を備える添加剤と；の混合物を備え、
　前記ターポリマーに対する前記金属の重量比の範囲は、０．０１から０．１６であり、
　前記添加剤の濃度の範囲は、前記破砕流体の０．００１ｗｔ．％から１０ｗｔ．％であ
り、
　前記架橋剤は、３００°Ｆ、ｐＨ７未満で少なくとも５００ｃＰの粘度を有する架橋さ
れた流体を生成するのに十分な量で存在する、
　破砕流体。
［第３４の局面］
　前記添加剤は、糖アルコールを備える、
　第３３の局面に記載の破砕流体。
［第３５の局面］
　前記糖アルコールは、ソルビトール、エリトリトール、マンニトール、ラクチトール、
キシリトール、及びマルチトールのうちの少なくとも１種を備える、
　第３４の局面に記載の破砕流体。
［第３６の局面］
　前記糖アルコールの濃度の範囲は、前記破砕流体の０．００５ｗｔ．％から１０ｗｔ．
％である、
　第３４の局面に記載の破砕流体。
［第３７の局面］
　前記添加剤は、糖アルコール誘導体を備える、
　第３４の局面に記載の破砕流体。
［第３８の局面］
　前記糖アルコール誘導体は、ソルビトール、エリトリトール、マンニトール、ラクチト
ール、キシリトール、及びマルチトールの誘導体のうちの少なくとも１種を備える、
　第３７の局面に記載の破砕流体。
［第３９の局面］
　前記糖アルコール誘導体の濃度の範囲は、前記破砕流体の０．０１ｗｔ．％から１０ｗ
ｔ．％、０．０５ｗｔ．％から５ｗｔ．％、又は、０．０５ｗｔ．％から２ｗｔ．％であ
る、
　第３７の局面に記載の破砕流体。
［第４０の局面］
　前記糖アルコール誘導体は、アルキル化糖アルコールを備える、
　第３７の局面に記載の破砕流体。
［第４１の局面］
　前記架橋剤は、水混和性非水性流体を備える、
　第３３の局面に記載の破砕流体。
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